
第16回 東京財団政策懇談会
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東京財団 地方自治のガバナンス研究 英仏調査報告概要

調査員：木下敏之研究員（前佐賀市長）
福島伸享研究部ディレクター
高橋亮平研究員（市川市議会議員）

調査地： イギリス（Weston‐Super‐Mare Town Council・Medway・Sutton Borough）
フランス（Menerbes）

調査期間：2007．11．19～11．24
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■サットン区（borough）議会傍聴
Sutton Borough

□基礎データ
地理： ロンドン市の南西部に位置する区

人口： 約184,400人

午後７時から議会開催。
図書館に隣接した議会棟があり、折りたたみの机を使って議員席を設けている。
ひな壇は一応あるが、簡易なもので、通常は、図書館のホールとして使用しているそうです。
傍聴した議会では、議員同士の議論が活発に行われており、執行部の発言の機会は
限られていました。
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■ウェストン・スーパー・メーア・タウン・カウンシル（イギリス最大のパリッシュ）
Weston‐Super‐Mare Town Council（Parish）

□基礎データ
地理：ロンドンから真西に向かったノースサマセット市の海沿いにあるリゾートタウン
人口： 約75,000人
政体： 市長（Mayor）：John Ley‐Morgan（保守党）

議会構成：30人（保守党20人・自由民主党7人・労働党3人）

□ヒアリング対象
John Ley‐Morgan（Mayor≒市長・Councilor）
Keith Morris（Leader＝与党代表・Councilor）
Pauline Priestman（Councilor）
Linda Larter（Chairman＝事務局長）

※ 昼食時にはさらに1名議員（Councilor）が参加
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■ウェストン・スーパー・メーア・タウン・カウンシル（最大のパリッシュ）
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■メドウェイ市（EU構造基金活用の町）
Medway（Unitary）

□基礎データ
地理：ロンドンから東に45分。ケント県のMedway川の河口に所在。
人口： 約251,700人
政体： 議院内閣制

市長（Mayor）：Val Goulden（労働党）
Cabinet Leader：Rodney Chambers（保守党）以下、9人のポートフォーリア・
フォールダーの10人のCabinet memberでCabinetを構成
議会構成：55人（保守党33人・労働党13人・自由民主党8人・無所属1人）

□ヒアリング対象
Ashley Davis（International Relations Manager）
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■メネルブ市
Menerbes

□基礎データ
地理：フランス南東部プロバンス・アルプ・コートダジュール州のヴォクリューズ県に所在。
人口： 約1,157人
政体： 市長（Mayor）：Yves Rousset‐Rouard（国民運動連合）

元下院議員、元映画プロデューサー
産業： 農業・観光
（「フランス美しい村協会（I’association des plu beaux villages de France）」のメンバー）

□ヒアリング対象
Yves Rousset‐Rouard（Maire＝市長）
Rohert Lavail（第2助役）
Laurent Therme（Secretaire General＝事務局長）
Broccini（Garde champetre＝農村保安官≒警察官）
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■メネルブ市
Menerbes
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与党議員（執行部）の責任

野党議員の役割

政策評価

政党と選挙

事務局長の役割

日本との比較


